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がんは，昭和 54（1979）年から 40 年近くの間，本県の死亡原因の第一位となっており，
現在も，高齢化の進行等により，がんによる死亡者数は増加し，年間 8 千人を超える方が
がんで亡くなっています。日本人の 2人に 1人ががんに罹り，3人に 1人ががんで亡くなる
計算となり，がんは日本人の「国民病」と言っても過言ではない状況になっています。がん
を他人事ではなく身近なものとして捉え，県民全体でがん対策に取り組む必要があります。

このため，本県では，「がん対策日本一」の実現を目指し，平成 20（2008）年に第 1次，
平成 25（2013）年に第 2次の「がん対策推進計画」を策定して施策の方向性を定めるとともに，
平成 27（2015）年には，がん対策に関する施策の基本となる事項を定めた「広島県がん対策
推進条例」を制定し，県民総ぐるみとなった，総合的ながん対策に取り組んでまいりました。

これまでの取組の結果，高齢化等の年齢構成の影響を除いた年齢調整死亡率は，国の「が
ん対策推進基本計画」の目標期間（平成 17（2005）年から平成 27 年（2015）年の 10 年間で
20％減）の減少率が 21.4％と全国 3番目の高い割合となるなど，全国トップクラスの減少率
となっています。

一方で，医療の進歩とともに，がんと向き合う期間は長くなっており，小児・AYA世代
（思春期世代と若年成人世代）から働く世代，高齢者といった個々のライフステージに応じて，
学業，出産，仕事，家庭，在宅生活等とがん治療を両立できる“誰も置き去りにすることの
ない”支援が求められています。

また，医療分野では，「がんゲノム医療」等の新たな治療法への対応や，希少がん，難治
性がん，小児がんへの取組強化，予防・検診分野では，受動喫煙防止対策をはじめとするた
ばこ対策への取組強化や，がん検診受診率向上のための効果的な対策などが必要となってい
ます。

こうした社会情勢の変化や新たな課題に対応し，がん対策の取組を加速するため，「広島
県がん対策推進委員会」や各分野別の専門家会議での協議，県議会生活福祉保健委員会での
集中審議を経るとともに，がん患者団体やがん診療連携拠点病院等の関係者，パブリックコ
メントによる県民の皆様など，多くの方々の意見を踏まえ，この度，第 3次の「広島県がん
対策推進計画」を策定いたしました。

本計画では，「がんの予防・がん検診」，「がん医療」，「がんとの共生」の3つの分野を柱として，
県内どこでも，あらゆる場面に対応する隙間のない総合対策を充実強化し，引き続き，「が
ん対策日本一」の実現を目指してまいります。関係者の皆様はもちろんのこと，県民の皆様も，
一人ひとりが自分にも起こり得ることとして関心を持ち，県民総ぐるみとなった取組に御協
力いただきますようお願い申し上げます。

平成 30（2018）年 3月

「広島県がん対策推進計画（第 3次）」の
策定に当たって

広島県知事　湯　㟢　英　彦
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第 1章　広島県がん対策推進計画について

1　計画策定の趣旨

2　計画の位置付け

広島県がん対策推進計画について第1章
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第 1章　広島県がん対策推進計画について

3　計画の期間

4　目標及び達成時期の考え方

5　計画の推進
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第 2章　がんを取り巻く現状

1　人口の状況等

がんを取り巻く現状第2章
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第 2章　がんを取り巻く現状
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第 2章　がんを取り巻く現状

平成11平成8

0歳〜19歳，
229人，0.3％

20歳〜39歳，
1,643人，2.5％

40歳〜64歳，
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28.8％

65歳〜79歳，
30,244人，

46.0％

80歳〜，
14,696人，
22.4％　
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2　がんの罹患・死亡等の状況
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第 2章　がんを取り巻く現状
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第 2章　がんを取り巻く現状
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第 2章　がんを取り巻く現状
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第 2章　がんを取り巻く現状
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第 3章　基本理念，目指す姿及び全体目標

総合対策の基盤強化・質の向上

◆患者本位のがん医療の実現

■生活習慣の改善、感染症対策
　等によるがん予防（1次予防）
■がんの早期発見，がん検診
（2次予防）

■がん医療の充実 ■がんと診断された時からの緩和ケア
■相談支援，情報提供
■社会全体で取り組む，がん対策・がん
　患者支援
■がん患者等の就労を含めた社会的な問題
■ライフステージに応じたがん対策

■がんにならない生活習慣の浸透
■予防対策の実践
■対象者すべてが科学的根拠に
　基づく検診を確実に受診

■全県的な医療の質の向上
■集約化による高度な医療の提供

■“がんと共に”自分らしく豊かに
　生きるための支援体制づくり

県民一人ひとりに届く，正確で効果的な情報提供

県 民 総 ぐ る み の が ん 対 策

がんの予防・がん検診 がん医療 がんとの共生

　地　域 　職　域

「がん対策日本一」のイメージ

◆科学的根拠に基づくがん予防・
　がん検診の充実

◆尊厳を持って安心して暮らせる
　社会の構築

本県では，平成 22（2010）年 10 月に策定した「ひろしま未来チャレンジビジョン」を平成

27（2015）年に改定し，概ね 10 年後の平成 32（2020）年度を展望して，「将来にわたって，『広

島に生まれ，育ち，住み，働いて良かった』と心から思える広島県の実現」の基本理念を基に，

「仕事でチャレンジ！暮らしをエンジョイ！活気あふれる広島県　～仕事も暮らしも。欲張

りなライフスタイルの実現～」を目指す姿に，「人づくり」，「新たな経済成長」，「安心な暮らし

づくり」，「豊かな地域づくり」の 4 つの政策分野に取り組んでいます。

この取組の中で，特に「がん」については，死亡率の減少等を目標に「がん対策日本一」を

目指し，本県の強みを生かしたがん対策を推進してきました。

今回，第 3 次計画を策定するに当たり，これまでの取組や現状について評価を行うとともに，

課題の整理や今後の方向性についても検討を行いました。この検討を踏まえ，ひろしま未来

チャレンジビジョンに掲げる「がん対策日本一」を実現するための基本理念を定めました。

Ⅰ 　「県内のどこに住んでいても，どんながんであっても，必要な手立てや情報を
受けることができ，安心して暮らせる広島県」を目指し，総合対策を強化する。

Ⅱ 　県民みんなが，がんを自分にも起こり得ることとして関心をもち，それぞれの
立場で予防や検診も含めた「がん対策」に取り組む社会をつくる。

―    基　 本 　理 　念    ―

1　基本理念

基本理念，目指す姿及び全体目標第３章

第
３
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第 3章　基本理念，目指す姿及び全体目標

2　目指す姿（将来像）と全体目標
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第 3章　基本理念，目指す姿及び全体目標
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第 3章　基本理念，目指す姿及び全体目標

地域では

職場では

地域では
《健康なとき》
・がん予防法などの正しい情報が得られます。
・いろいろな人から検診を勧められます。

《がんになっても》
・自宅や介護施設など，希望する場所で，多くの人
に支えられ療養することができます。
・自分らしい生活を送っています。

★がん出前講座

★治療・療養学校・公民館

職場では
《健康なとき》
・がん予防や検診の正しい情報が得られます。
・上司から検診受診を勧められ，同僚も受診に理解が
あります。
・がんを予防する環境が整っています。

《がんになっても》
・上司や同僚ががんを理解しており，治療と仕事
を両立しやすい環境です。

市町

がんよろず相談医

がん検診サポート薬剤師

介護・福祉事業者

医療関係者

健康な
とき

がんに
なったら

がん検診推進員★がんの情報
★受診勧奨

★がんと治療への理解
★休暇制度等助言

上司

産業医

がん検診推進員

上司・同僚

産業医健康な
とき

がんに
なったら

★出前講座
★受診勧奨
★受動喫煙防止対策

患
者
団
体

支
援
団
体
・
企
業

県
・
市
町

社
会
保
険
労
務
士
等

専
門
家

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

★相談
★ピア・サポート
★療養情報
★元気の出る情報

共通の
社会資源
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第 4章　重点的に取り組むべき課題

1　がんの早期発見，がん検診（2次予防）

2　在宅緩和ケアの充実

3　治療と仕事の両立支援

重点的に取り組むべき課題第4章

第
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